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平成23年8月28日 第2322号
市の各種手続き、催し案内などは

土・日曜、祝日も 新潟市役所コールセンター

025-243-4894
にいがた　し　みんの  　し　や　 く　しょ

年中無休 8：00～21：00
FAX 025-244-4894　Eメール 4894call@call.city.niigata.jp

新潟市ホームページ モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.niigata.jp/ http://www.city.

niigata.jp/i/
右の２次元コードからも
アクセスできます

発行日
編集・発行　新潟市広報課　電話025-226-2089
〒951-8550　中央区学校町通1-602-1

毎週日曜日

みなとまち
みらいまち
新 潟 市

電話番号案内
市 急 患 診 療 セ ン タ ー …025-246-1199
口腔保健福祉センター …025-212-8020
西蒲原地区休日夜間急患センター …0256-72-5499
新発田地区救急診療所 …0254-23-8350
水 道 局 …0120-411-002
 （または025-266-9311）
災 害 時 の 問 い 合 わ せ …025-226-5656

 市 役 所（〒951-8550） 025-228-1000
 北 区 役 所（〒950-3393） 025-387-1000
 東 区 役 所（〒950-8709） 025-272-1000
 中央区役所（〒951-8550） 025-223-1000
 江南区役所（〒950-0195） 025-383-1000
 秋葉区役所（〒956-8601） 0250-23-1000
 南 区 役 所（〒950-1292） 025-373-1000
 西 区 役 所（〒950-2097） 025-268-1000
 西蒲区役所（〒953-8666） 0256-73-1000

さわやか
新潟

広 報 ラ ジ オ広 報 テ レ ビ

毎週月曜～金曜
12：00～ 18：00～
毎週土・日曜
9：45～ 17：00～
FM角田山 84.9MHz

西蒲ぽかぽか情報

毎週月曜～金曜
10：00～

エフエム新津 76.1MHz
「篠田市長の青空トーク」
毎月第２・４金曜 10：07～10：15

クリック！秋葉区

毎週土曜
9：50～
FM Port
79.0MHz

毎週土曜
７：55～
FM新潟
77.5MHz

NICE TOWNにいがた

毎週土曜
10：55～ 18：25～
毎週日曜（再放送）
8：55～ 18：55～

FM KENTO 76.5MHz

こんにちは新潟市です

毎週土曜
9：04～
BSN（AM）
1116KHz

おはよう！新潟市です

TeNYいきいき新潟

UX知ットク！新潟

NST新潟市政ニュース にいがた・シティインフォメーション

●９月１日 巻図書館がオープン 記念イベント
●平成 23年度子どもの予防接種
●新潟市美術館 20 世紀美術 冒険と創造の時代展
ピカソやミロなど約 100点

●特集　アルザにいがた 20周年

市の人口（７月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較）　人口 804,008人（+224）　※前年同月比 ー50　世帯数 315,188（+237）　男 387,522人（+112） 　女 416,486人（+112）

きょう28日
毎週日曜　8:55～

「救急車の適正利用を」

きょう28日
毎週日曜　17:55～

「市展　作品募集」、ほか

９月３日
毎週土曜　11:35～

「みどりと森の運動公園」

９月17日（土）　10:30～11:00
BSN　※手話通訳付き

　本州日本海側最大のコンテナ貨物取扱量を誇り、東日本大震災で
は太平洋側港湾の代替港として大きな役割を果たした新潟港。西港
区と東港区、それぞれの歴史から現在の発展の様子まで紹介します。
　番組の最後にはプレゼントコーナーもあります！

「アジアと日本をつなぐゲートウェイ 新潟港」

みなとまち新潟の生活文化
に触れられる旧小澤家住宅

北前船の寄港地として
栄えた西港

づ
く
り
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と
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行
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も
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結
ぶ
も
の
と
い
う
よ
り
、
東

ア
ジ
ア
全
体
の
発
展
を
左
右

す
る
意
義
あ
る
航
路
。
環
日

本
海
経
済
圏
の
黄
金
の
水
路

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
」と
同
航
路
の
発
展

に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
篠
田
市
長
は「
東
港
の
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
が
毎
月
記
録

を
更
新
す
る
伸
び
を
示
し
て

い
る
中
で
、
横
断
航
路
が
船

出
し
た
と
い
う
こ
と
は
意
義

深
い
。
さ
ら
に
荷
を
掘
り
起

こ
し
て
安
定
運
航
に
努
め
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

日
、
東
港
で
入
船
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

入
船
式
に
は
、
泉
田
県
知

事
、
篠
田
市
長
、
中
国
・
ロ

シ
ア
の
総
領
事
、
経
済
界
関

係
者
ら
の
ほ
か
、
程
永
華
駐

日
特
命
全
権
大
使
が
出
席
。

程
大
使
は「
中
国
で
は
、
東

北
部
の
発
展
は
重
要
課
題
。

そ
の
東
北
部
と
日
本
の
西
海

岸
・
新
潟
と
を
結
ぶ
横
断
航

路
に
大
変
期
待
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
と
も

協
力
し
て
規
模
拡
大
を
目
指

す
」と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の

後
行
わ
れ
た
講
演
で
も「
横

断
航
路
は
単
に
２
つ
の
港
を

東
北
地
方
な
ど
か
ら
中
古
車

や
建
設
機
械
を
、輸
入
品
は
、

中
国
東
北
部
か
ら
の
衣
類
や

日
用
品
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
本
市
と
県
、
中

国
側
の
共
同
支
援
の
下
、
10

月
ま
で
毎
月
３
往
復
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、利
用
状
況
に
合
わ

せ
て
運
航
を
継
続
し
ま
す
。
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港
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空
港
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９
）

航
路
開
設
を
記
念
し
て

  

程
中
国
大
使
が
講
演

　

第
１
便
が
入
港
し
た
18

開
設
を
記
念
し

開
設
を
記
念
し

程
中
国
大
使
が

程
中
国
大
使
が

と
の
距
離
が
短
く
、
輸
送
日

数
を
こ
れ
ま
で
よ
り
５
日
間

程
度
短
縮
で
き
る
た
め
、
多

く
の
集
荷
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

輸
出
品
は
、
県
内
か
ら
の

ほ
か
、
充
実
し
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
を
生
か
し
、
北
関
東
や

　

７
月
に
発
生
し
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
の
際
の
市
消
防
団

方
面
隊
の
尽
力
に
対
し
、
８

月
18
日
、
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

篠
田
市
長
は
、
今
回
の
各

方
面
隊
の
活
躍
に
つ
い
て

「
皆
さ
ん
の
市
民
に
対
し
て

の
誠
実
な
行
動
に
深
く
感
謝

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
し
て

学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

国
や
県
な
ど
と
も
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
、
今
後
の
対
応
策

へ
と
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

各
方
面
隊
を
代
表
し
、
副

団
長
の
橋
本
昇
さ
ん
は「
消

防
団
全
体
で
延
べ
９
８
７
人

を
動
員
し
、
災
害
に
臨
む
こ

と
が
で
き
た
。
普
段
か
ら
の

訓
練
の
成
果
が
表
れ
、
被
害

の
拡
大
防
止
に
協
力
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
今

後
も
関
係
機
関
と
う
ま
く
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
安
心

安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
被
災

市
町
村
の
地
方
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
被
災
市
町
村
か

ら
本
市
に
避
難
し
て
い
る
有
権
者
は
、
本
市
で
不
在
者
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選
挙
期
日
や
不
在
者
投
票

の
方
法
な
ど
、詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会（
☎
０
２
５
・
２
２
６
・
３
３
４

３
）、
区
選
挙
管
理
委
員
会

ら
見
た
地
球
環
境
」と
題
し
、

自
然
と
人
間
の
調
和
を
目
指

し
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の

知
恵
を
通
し
て「
循
環
型
」世

界
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
都
市
部
の
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
へ
の
機
運
を
高
め
よ
う

と
、
中
央
区
の
特
色
あ
る
区

　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
で

考
古
学
者
の
吉
村
作
治
さ
ん

＝
写
真
＝
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
発
掘
調
査
・

研
究
を
続
け
て
い
る
吉
村
さ

ん
か
ら「
エ
ジ
プ
ト
文
明
か

考古学者・吉村作治さん講演

エジプト文明から見た地球環境

東
日
本
大
震
災
の
被
災
市
町
村

　

延
期
の
地
方
選
挙
を
執
行　

　

新
潟
と
中
国
東
北
部
を
結
ぶ
日
本
海
横
断
航
路
が
開
設
さ
れ
、第
１
便
が
８
月
18
日
、

新
潟
東
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
同
航
路
は
、
中
国
吉
林
省
に
近
い
ロ
シ
ア
の
ザ
ル
ビ
ノ

港
と
同
港
を
結
ん
で
お
り
、
経
済
成
長
著
し
い
中
国
東
北
部
に
つ
な
が
る
国
内
最
短
の

航
路
で
す
。
同
航
路
の
開
設
に
よ
り
、
国
内
経
済
の
活
性
化
と
東
港
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
機
能
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

中
国
東
北
部
に
は
、
ア
パ

レ
ル
や
水
産
加
工
、
木
材
加

工
な
ど
の
分
野
で
多
く
の
日

系
企
業
が
進
出
し
て
い
ま

す
。
日
本
海
横
断
航
路
は
、

大
連
を
経
由
す
る
既
存
ル
ー

ト
に
比
べ
て
、
中
国
東
北
部

中国東北部

ザルビノ

東京
釜山

大連

長春

延吉

琿春
ハルビン

新潟

長春

延吉

琿春
ハルビン

日本海横断航路
〈4日間〉

既存の輸送ルート
〈9日間〉

新潟と中国東北部を結ぶ新潟と中国東北部を結ぶ
「日本海横断航路」開設「日本海横断航路」開設

水
防
活
動
に
尽
力

 

消
防
団
方
面
隊
に
感
謝
状

携帯電話での
申し込みは
こちらから

新潟・福島豪雨


